
 

 

［成果情報名］春期草地更新時にイタリアンライグラスを混播すると更新当年から放牧できる 

［要約］春期更新においてオーチャードグラスと初期生育に優れるイタリアンライグラス極

早生品種を混播することで草地更新当年からの放牧利用を可能とし、次年度以降はオーチ

ャードグラス優占草地となり、４ t/10a 以上の収量確保が可能である。 
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［背景・ねらい］ 

通常の草地更新は８-９月に行われるが、作業の集中を避けるために、これまで採

草地での初冬期や春期の草地更新技術が開発されてきた。しかし、放牧地に春期更

新技術を導入する場合には更新当年夏期は放牧地の利用は難しく、遊休期間を生じ

ることになる。そこで、永年牧草のオーチャードグラス（OG）とともに初期生育に

優れるイタリアンライグラス（ IR）極早生品種を混播して春期更新することにより、

更新当年からの放牧利用を可能とし、翌年度以降４ t/10a 以上の収量を確保する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．  ５月の圃場の融雪後に草地更新することで、７月下旬（播種後２か月）にはオ
ーチャードグラスの草丈が 30cm に達し、放牧利用が可能となる（図１）。  

２． 草種及び播種量は、イタリアンライグラス（極早生種）0.5kg/10a とオーチャー
ドグラス 2.5kg/10a とし、春期に播種することにより、更新当年は３回の利用で
牧草収量２ t/10a を確保できるとともに、更新次年度は５月末から６回の利用で
４ t/10a 以上が期待できる（図１、表１および２）。  

３．  オーチャードグラスの割合は初年度初回放牧時の 14%から３回目放牧時には
69%に達し、２年目の初回放牧時から優占種となる（表２）。  

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：放牧利用農家および公共牧場 

２．普及予定地域：県下全域  

３．その他： 
（１）  草地更新当年において、越冬前にイタリアンライグラスが残っている場合

は掃除刈りを行うことで雪腐病の発生防止につながる。  
（２）  草地更新作業の工程は完全更新と同様である。また、当研究室圃場の施工

時期は５月としたが、融雪後に対象圃場の土壌水分が低下し、機械作業が可
能になった時点を目安に施工とすること。  

（３）  イタリアンライグラス晩生品種では、極早生品種に比べて利用２年目にお
いてイタリアンライグラスの占有率が高くなる場合がある (表２ )。  

（４）  非選択性除草剤処理を実施しなければ、前植生の優占により期待した更新

効果が得られない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 
 

盛岡市玉山区 標高 800ｍ 2ha（0.5ha×4 試験区） 

2014.5.8 除草剤散布 グリホサートカリウム塩剤 500ml/10a 

   5.23 耕起・播種床形成 ボトムプラウ、バーチカルハロー 

 5.24 土壌改良材散布・基肥 N-P-K：7-14-7(kg/10a) 
播 種 日     24(混 播 )   

追 肥 日   30  12 24 （N-P-K：6-3-3） 

年 月 
2014 2015 

5 6 7 8 9  5 6 7 8 9 10 11 

放 牧 

開始             

間隔 57 日          

・ 生育速度が最も遅い OG の草丈が 30cm に達した時点で開始 

・ 草丈が 5cm 以下になった時点で退牧。OG が 30cm に再生するまで休止。 

※供試品種および頭数 2014：黒毛和種 26 頭・5.6 日・回、2015：日本短角種 38～45 頭・2.6 日・回 

図１ 耕 種 概要 および放牧 利 用状 況  

 
 

表１ 各試験区の供試草種、品種および播種量（kg/10a）  

草種 
IR OG 

品種 播種量 品種 播種量 

IR 極早生 ハナミワセ 0.5 バッカス 2.5 

IR 晩生 エース 0.5 バッカス 2.5 

 
 

                     （飯村太一、増田隆晴、佐々木正俊） 

［その他］ 

研究課題名：生育速度の速い草種等を用いた放牧地の春期更新・早期利用技術体系の確立  

予算区分：県単（2013～15） 

研究期間：2013～2015 年度 

研究担当者：飯村太一、増田隆晴、佐々木正俊 

表２ 各試験区の生草収量（kg/10a）  

試験区 草種 
2014 2015 

7/22 8/27 9/16 計 5/29 6/26 7/27 8/19 9/24 11/5 計 

IR 
極早生 

OG 169 264 208 641 1,448＊ 1,210 456 1,077 603  217  5,011

IR 1,039 276 51 1,366 90 21 114 126 102  102  555

雑草他 0 60 42 102 134 406 24 38 163  21  786

OG 率 14% 44% 69% 87% 74% 77% 87% 69%  64%  

IR 
晩生 

OG 177 362 121 660 850 966 663 871 460  175  3,985

IR 646 515 263 1,424 466＊ 670＊ 180 128 292  118  1,854

雑草他 62 77 20 159 27 56 15 41 14  6  159

OG 率 20% 38% 30%  63% 57% 77% 84% 60%  59%   

 ＊：同一調査日、同一草種間に有意差あり(p<0.05) 


